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研究成果の概要（和文）：古代キリスト教における「フィランスロピア」概念の受容史は以下のようになる。2
世紀の使徒教父、弁証家においてこの概念はキリスト教独自のものと捉えられていないが、フィロンの影響を受
けたアレクサンドリアのクレメンスにおいてはじめてフィランスロピア論が形成された。キリストの救済の働
き、さらに救貧を含む愛の業に使われている。また3世紀半ばのキュプリアヌスの疫病関連文書では、信徒の看
護の働きについて類縁概念のフィラデルフィアが使われ、4世紀初頭の同様の記事におけるフィランスロピア概
念の使用につながる。これらが受肉論を含めたカッパドキア教父の救貧としてのフィランスロピア論の背景にあ
っと確認された。

研究成果の概要（英文）：The history of the reception of philantropia in the ancient Christianity is 
depicted as followed. Though there are no sentences on philantropia in the Apostolic Fathers, we can
 find some sentences in the Apologetics. But they did not use the concept in their own way. There 
was not a Christian theory on philantropia in them. In the writings of Clemens of Alexandrine we can
 find the Christian theory on philantropia for the first time. Incarnation and the act of love, 
especialy the love of the poor have been included in this concept there. In the period of Cyprian 
plague the Christians ventured to nurse the patients at the risk of their own lives. These acts were
 depicted as philadelphia in a letter of Dionyusius of Alexandrine which is similer to philantropia.
 We can find these acts mentioned as philanthropia in the Palestine plague in the 4th century. We 
think these usages have prepared the Cappadocian thought on philanthropia which was based on the 
doctrine of incarnation.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、2008 年度から 2011 年度にかけ
ての科学研究費助成事業「四世紀カッパドキ
ア三教父による救貧の思想と実践」につづく
ものである。 
この先立つ研究において、カッパドキア三

教父（カイサレアのバシレイオス、ナジアン
ゾスのグレゴリオス、ニュッサのグレゴリオ
スの三名の総称）の救貧思想の鍵となる概念
がフィランスロピア（人間愛）であり、この
フィランスロピアがフィロプトキア（貧者
愛）になるところにその特徴があるとの結論
を得た。フィランスロピアとは「人間愛」を
意味するが、問題となるのは愛される対象と
しての「人間」とは誰のことか、である。な
ぜなら一見すると普遍的に見えても、その実
は対象となる「人間」が様々に限定されるの
が通常であったからである。たとえばアテナ
イ人にとってフィランスロピアの対象とな
るのは、同胞のアテナイ人に限られていた。
しかしカッパドキア教父はこの「人間」をこ
ともあろうに「貧者」と捉えていくのである。
「貧者」とは、ある時は物乞いのことであり、
またレプラを患う病貧者のことであり、これ
ら貧者とキリストを重ね合わせることで「貧
者」がフィランスロピアの対象としてその中
心にもたらされる。貧者とキリストの重なり
は、神であるキリストが人間になったという
受肉論に基づき、あるいはマタイ福音書 25
章 40 節の「これらのひとりにしたことは私
にしたこと」というイエスの言葉に拠ってい
るのであった。 
以上が先立つ研究の主な成果であったの

だが、このようなカッパドキア教父のフィラ
ンスロピアという言葉の使い方の由来、歴史
を尋ねる必要を覚え、2012 年度からの研究
開始を目指して本研究を申請した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、カッパドキア教父のフィランス
ロピア概念の至る、古代キリスト教思想にお
けるギリシア語の「フィランスロピア」の受
容史を明らかにしようとするものである。と
いうのも古代ギリシアにおいて生まれ、一般
に文化、文明を意味するフィランスロピアな
る概念は、新約聖書においては三つの用例が
認められるのみにとどまり（使徒 27章 3節、
同 28 章 2 節、テトス書 3 章 4 節）、決して聖
書的な概念ではないからである。 
 そこで第一の問いは、聖書的とは言えない
この概念をカッパドキア教父が用いること
ができるためには、この概念が歴史的にどの
ようにキリスト教において受容されていっ
たのか、である。ギリシア・ローマ社会にお
いてフィランスロピアの対象となる「人間」
は社会的・経済的に一定の立場、地位にある
者であるのに対し、カッパドキア教父におい
ては「貧者」という社会の周縁的存在なので
ある。 
 そこで第二の問いは、一体どのような経緯、

前史があってこの転換が生じたのか。これら
を明らかにすることが研究目的であった。な
お元来この概念は、もともと古代ギリシアに
おいては、プロメテウスなど神々の人間に対
する愛好・贔屓を意味するものであったこと
を付記しておく。 
 
３．研究の方法 
 ギリシア語文献データベースである「ＴＬ
Ｇ」を用いてそれぞれの文献における用例を
すべて取り出して、用法研究を実施した。対
象としたのは、使徒教父（二世紀前半）、ユ
スティノスなどの弁証家（二世紀）、また新
約外典（二世紀以降）、そしてアレクサンド
リアのクレメンス（二世紀から三世紀）であ
った。当初の研究計画では、クレメンスにつ
づいてオリゲネスを研究する予定であった
が、残存するオリゲネスの著作の多くがラテ
ン語訳であるため、フィランスロピア概念の
用例を集めることが現実的には予想以上に
困難であったこと、さらにクレメンスを研究
することでカッパドキア教父のフィランス
ロピア論の基本となるものが見出されたた
めオリゲネス、またグレゴリオス・タウマト
ゥルゴスについての調査・研究は一旦中止と
した。 
 なお用法・意味を明らかにするため、フィ
ランスロピアの主体（愛する者）と客体（愛
される「人間」とは誰か）に焦点を絞り、そ
の意味を確定する方法も用いた。たとえば王
が家臣に対して「フィランスロピア」を行う
場合、その意味するところは「特権の付与」
である等など。またキリストが主体となり、
人間全体に対するフィランスロピアが語ら
れる場合には、フィランスロピアは「救済の
働き」を意味するといえる。つまり「人間愛」
といっても様々な意味が認められるのであ
る。 
 さらに用法研究だけでは、フィランスロピ
ア概念の意味の深みにたどり着けないと考
え、「キプリアヌスの疫病」という出来事に
ついて、看病したキリスト者の有り様を研究
し、これを「フィランスロピア」概念と関連
づけた。これについて、もっとも重要な史料
はエウセビオスの『教会史』に採録されてい
るアレクサンドリアの監督ディオニュシオ
スの二通の復活祭書簡である。まず「キュプ
リアヌスの疫病」の実態を、さまざまな史料
ならびに当時発行された疫病平癒を祈願し
たローマ貨幣をもとに考察した。この疫病に
おけるキリスト者のフィランスロピアにつ
いては、トゥキュディデスの描く「アテナイ
の疫病」の記事との比較をおこなった。なお
具体的にディオニュシオスの書簡で用いら
れているのは「フィラデルフィア」（兄弟愛）
であるが、対象が「キリスト者」に限定され
るのか、ひろく「人間一般」を指すのかの違
いを除けば、フィラデルフィアもフィランス
ロピアも同じ意味内容のものである。つまり
フィラデルフィアとは主として信仰の兄弟



姉妹であるキリスト者を対象とし、フィラン
スロピアはキリスト者であるなしを問わず、
すべての人に向かった愛という違いがある
が、これを除けばその意味するところは等し
いと見なすことができる。 
 なお期間延長を行って研究した偽クレメ
ンス文書については、フィランスロピアの用
例をすべてチェックし、一つひとつテクスト
考察した。これによって特徴をいくつか挙げ
ることができた。 
 
４．研究成果 
 新約聖書において三例しか見られない「フ
ィランスロピア」は、二世紀のキリスト教世
界ではまだ外来の概念であり、独自の意味を
キリスト教思想において獲得してはいない。
使徒教父文書には用例がなく、ユスティノス
をはじめ弁証家においても断片的な用例ば
かりで多用されず、特定のフィランスロピア
論は見られない。さらに救貧の記事はあるも
のの、その関連でフィランスロピアを論ずる
テクストも見られない。弁証家においては
「弁明」に資する外向きの概念としての使用
が認められるばかりであった。（論文「使徒
教父と弁証家におけるフィランスロピアの
用法と救貧思想」を参照。） 
また新約外典（二世紀以降）においてもキ

リストの救済の業をフィランスロピアとす
るテクストが見いだせるものの、とくに注目
に値するテクストは見いだせなかった。（論
文「新約外典文書におけるフィランスロピア
の用例」を参照。） 
これに対してキリスト教的フィランスロ

ピア論の先鞭をつけたのは、フィロンの影響
を受けたアレクサンドリアのクレメンスで
あった。「ＴＬＧ」によるとフィランスロピ
アの使用数は 84 回に上り、この点だけでも
以前の著作家との差は歴然としている。そこ
で論じられている意味としては、神、とりわ
け救い主キリストについて使うテクストが
もっとも多く、１）神の本質、２）神の働き、
３）公平性、４）神のフィランスロピアと厳
格さ、５）神の受肉、さらに人間同士のフィ
ランスロピアとしては、６）救貧、以上が挙
げられる。そこで、とりわけ受肉を指してこ
の概念を使うこと、さらに救貧についても用
例が見られることはカッパドキア教父のフ
ィランスロピア論への影響をうかがわせる。
（なおこの研究は別途論文として発表する
ことなく、拙著『救貧看護とフィランスロピ
ア』第２章として書き下ろした。） 
さらにフィランスロピアの具体的内容、行

為について探求を深めるため、「キュプリア
ヌスの疫病」と「パレスチナの疫病」におい
てキリスト者の看護の行為がフィラデルフ
ィアやフィランスロピアと述べられている
記事を考察した。とくにアテナイの疫病に関
するトゥキュディデスの『歴史』の記事との
比較をとおして、フィラデルフィア（フィラ
ンスロピア）が病者に近づき、身体的な看護

（遺体の埋葬を含む）を表現する言葉である
ことが確認された。すなわちトゥキュディデ
スの記事をもとにしてディオニュシオスは
疫病の看護の部分を書いており、トゥキュデ
ィデスが病者から遠ざかる人びとを描いた
のにたいして、ディオニュシオスは病者に近
づくキリスト者を描くのである。これは思想
の表現というよりも、具体的な行為の内的評
価にかかわり、フィランスロピアがこのよう
な次元で使用されることを確認することが
できた。（論文「「キュプリアヌスの疫病」考
－古代キリスト教におけるフィランスロピ
ア論のための予備的考察」を参照。） 
以上アレクサンドリアのクレメンス、疫病

記事においてカッパドキア教父のフィラン
スロピア論の前提となるものを確認するこ
とができた。即ち受肉のフィランスロピア、
救貧としてのフィランスロピア、さらに看護
としてのフィランスロピア（バシレイオスの
病院事業に対応）、これらが一体となってい
く。こうして四世紀になると教理論争の過程
のなかで受肉論をもとにフィランスロピア
論もさらに発展していき、カッパドキア教父
において受肉論をもとにフィロプトキア（貧
者愛）としてのフィランスロピア論が確立し
たものと思われる。そこで 2008 年度から
2011 年度の科学研究費助成事業の主要な成
果と本研究を合わせて、『救貧看護とフィラ
ンスロピア―古代キリスト教におけるフィ
ランスロピア論の生成』を上梓することがで
きた。 
なお研究期間を延長して研究を継続した

のは、偽クレメンス文書のフィランスロピア
論を考察するためであった。その理由は、偽
クレメンス文書の『講話』のなかに人間全体
まで対象をひろげる独自のフィランスロピ
ア論が存在するからである。このようなフィ
ランスロピアを主題とする文献は古代キリ
スト教においては珍しいものであり、古代キ
リスト教におけるフィランスロピア受容史
のどこに位置づけるべきかと検討する必要
を覚えたからであった 
 アレイオス派の影響が認められる偽クレ
メンス文書の『講話』には、ユニークなフィ
ランスロピア論が認められるが、そこでは愛
敵を中心としたフィランスロピア論が形成
され、貧者愛の主題は言及されるにとどまり、
後退している。さらに受肉論としてのフィラ
ンスロピアを語るテクストが見られない。受
肉論がそのフィランスロピア論に欠如して
いることは特異な現象であって、背教者ユリ
アヌス帝のフィランスロピア論との関係を
想定することが可能であるとの結論を得た。
少なくとも今回の研究成果について何かし
ら変更を要求する類の文献ではないと考え
られる。（論文「人であるかぎり人を愛する
―フィクレメンス文書『講話』におけるフィ
ランスロピア論」を参照。） 
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